
 
 
 
 

 
  

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

２１世紀に入ってから数十の国で同性間での婚姻が法

制化されており、LGBT である人々との共生は国連におい

ても重要な課題と認識されています。  

日本の、法整備では十分とは進んでいない中、文科省

が性同一性障害の児童生徒への対応に関する通知を出

したり、厚労省による自殺総合対策大綱においても性的

マイノリティの自殺リスクについて触れられたりしていま

す。また産業界においては、購買力の高い LGBT 層にア

プローチする LGBT マーケティングや、能力の高い LGBT

層を積極的に採用する LGBT リクルーティングが、企業の

生存戦略として活発化してきています。 

大学での動きはまだ始まったばかりですが、学生のみ

ならず教職員にも LGBTである人々は含まれており、人権

的な観点だけでなく大学の価値を高める意味でも重要な

トピックとなりうる課題です。 

本講演では、LGBT の概略を説明し、大学において問

題となるトイレ、健康診断、宿泊行事、氏名の取扱い、セ

クハラ問題などについて解説します。 

主 催：教育支援センター 

問合せ先：教育支援課（fd-seminar@tsc.u-tokai.ac.jp） 

●日  時：２０１７年６月２７日（火）１７：１５～１９：００ 

●対  象：本学教職員（専任・特任・非常勤）、学生（学部・大学院） 

●会  場：湘南校舎 ８号館 ４階 ８－４０１教室 

●備  考；学生証を持参してください。 

石丸 径一郎 准教授（お茶の水女子大学 基幹研究院 人間科学系） 

 

参加希望の学生は、キャンパスライフエンジン【学生メニュー

内】の【アンケート回答】から回答してください。（6/21 締切） 
 


